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情報 リ テ ラ シ
ー
教育 の 実践 と理論

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　梶原　宣俊
情報社会 の 進展及 び 、エ ン ドユ

ー
ザ
ー

コ ン ピ ュ
ー

テ ィ ン グ の 視点 か ら．情報 リ テ ラ シ ー
教育 の 重要牲緊急性

を説 き、独 自な カ リ キ ュ ラ ム に よ る実践事例 を 中心 に、新 しい 情報教育 の あ り方、理論 を提起す る。
〈 キ ー

ワ
ー

ド〉　情 報 リ テ ラ シ ー、KJ法 イ ソ ッ プ 、国際情 報 教育、エ ン ドユ
ー

ザ
ー

コ ン ビ ュ ．一テ ィ ン グ

L 　情報化 の 進展 と情報化氾濫社会

　 情報化が加速度的 に 深 く、広 く進展 して き て い る 。

企業、地域、家庭、個 人 の あ ら ゆ る レ ベ ル に お い て 、
コ ン ピ ュ

ー
タ と 通信技術の 発展 が 、情報供給 を飛躍

的 に 増 加 さ せ て い る ．と りわ け 、企業 は 、OA 化、
FA 化 を進め、　 LAN 、　VAN 、　POS 、そ して SIS へ と 情

報 シ ス テ ム を発展 させ て きた、パ ソ コ ン や ワ
ー

ク ス

テーシ ョ ン を ユ 人 1 台活用す る時代が す で に 始 まっ

て い る u

　 コ ン ピ ュ
ータ 業 界 は 、（ネ オ ダ マ 化 〉 とい う名 で 、

ネ ッ トワ
ー

ク 化、オープ ン シ ス テ ム 化、ダ ウ ン サ イ

ジ ン グ 、マ ル チ メ デ ィ ア 化 が進行 し て い る 。 そ の よ

うな時代 の変化 の 中 で 、エ ン ドユ
ー

ザ
ー

コ ン ピ ュ
ー

テ ィ ン グ が よ うや く注 目され、 1人 ユ 人 の 情報 リ テ

ラ シ ー能力が 今 日程切実 に 求 め られ て きた 時代 は な

い と言 っ て い い 。

　 衛 星 放送 の 普及 に よ り、世 界 中 の 清報 が 日 常的 に

供 給 さ れ、デ
ー

タ ベ ー
ス も大分普及 して きた。

　 ア メ リ カ の 情報 ス ーパ ーハ イ ウ ェ イ構 想 に 刺 激 さ

れ て MT の iSDN や、郵政省 の 光 フ ァ イバ
ー
計画 が 注

目され て きて い る。

　 わ が 国 は、い つ ま で た っ て も、技術先行、ハ
ード

先行 で もの ご とが 進 むc

　現在、もっ と も大切 な こ とは 、以 上 の よ う な急速

に 進展 す る情報化 と、情報 氾 濫社会 の 渦 中に あ っ て 、

私 た ち 、エ ン ドユ ーザー
の 情報 リ テ ラ シ

ー
教育 をど

う具体的 に すす め て い くか で あ る 。 ユ入 1 人 の 主 体

性 を確立 し、問 題 意識 を 鮮明 に し、情報 の 選択収集

力 を高め 、加工 分析 し、活用す る とい う基礎 的力 を

体得す る こ と が も っ とも切 実 で か つ 重 要 な 課題 で あ

る 。 こ の 教育 が 後手 に まわ れ ば 、結局 、人間 ら しい 、
豊 か な 情報社会 は 、実現不可能 で あ る。

　技術 や ハ ードに 振 り回 され、情報に 振 り回 され て 、

私 た ちは 、限 りな く、不 安 とス ト レ ス に 悩 まされ る

こ と に なる だ ろ う。

　学校教育、社会教育 、企業内教育等あ ら ゆ る 分野

に お い て 、早急 に 、こ の 「情報 リ テ ラ シー
教育」を

確立 し、実行 して い か ね ば ならない 。こ れ は、今や、
国民的教育課題 で あ る と 言 っ て い い だ ろ う。

2． コ ン ピュ
ー

タ利 用 の 新段 階

　 次 に 、情報化 の 進展 と パ ソ コ ン の 大衆化 は 、コ ン

ピ ュ
ータ 利 用の 新段階 に突入 して い る、，

　 大 型 コ ン ピ ュ
ー

タ の 時代 は 終 り、 1 人 1 台、だ れ

で も文房具が わ りに パ ソ コ ン を使 える 時代 に な っ た 。
こ れまで 、コ ン ピュ

ー
タ と 言 えば、計算 や 数字 が 中

心 で あ り、在庫管理 や給与管理 と い うル
ー

チ ン ワ
ー

ク 中 心の 利用 が 主流 で あ っ た 。 しか し．こ れ か らは 、
パ ソ コ ン を、戦略 的に利用 す る、つ ま り、明 日 か ら

企業 を発展 さ せ る た め に 使 う未 来 型 の 利用 に 変 わ っ

て きて い る 。戦 略 的 に 利用 す る た め に は 、ま さに 1
人 】人 の エ ン ドユ

ーザ ー
の 主 体 性 や 問題意識、創造

性 が必要 とな っ て くる の で あ る。こ の 能力 を育成す

る に は、「情報 リ テ ラ シー
教育」が必要不 可欠と な る 。

さ ら に 、こ れ ま で の 数量中心 の 定量分析 か ら定姓分

析利 用 が 求 め られ て くる 。 文 字 や 画像 が 中 心 と な っ

て くる の で あ る。

　こ れ まで 、定性情報を コ ン ピュ
ー

タ で 加工 分析す

る ソ フ トは 全 く未 開拓 で あ っ た 。わ ず か に 、マ ッ ク

や マ イ ッ
ー

ル とい うマ イ ノ リ テ ィ
ー

の 世 界 で 使 わ れ

て い た に す ぎ な い
。 こ こ に きて 、「イ ソ ッ プ」 とい う、

定性 情 報 を加 工 分析す る 画 期的 ソ フ トが、（株）ア イ テ

ッ ク に よ っ て 発 表 され た 。 こ の ソ フ トは 、有名な

「KJ 法」 に ヒ ン トを得た もの で 、「情報 リ テ ラ シー
教

育」 の ツ
ー

ル と して 、無 限 の 可能性 を秘め て い る 。

3，教育改革 と新情報化人材育成

　以 上 の よ う な 社会状況 の 変化 に 対応 す る 形 で 、政

府 （文 部省、通産省） も よ うや く本格 的な教育 改革

と新情報化人材育成 を実施 し よ う と して い る 。

　教育改革 は、ユ 987 年 の 臨教審 の 最終答申以 来、
ゆ る や か で は あ る が 、着実 に 進行 して きて い る。そ

の 大きな 流 れ は 右表 の とお りで ある。

　教育改革 の 基本的 コ ン セ プ トは、情報化、国際化、
生 涯学習化と い う 3 つ の 大 き な 変化 に 対 応 で き る教

育 に変え て い くこ とで あ り、情報化 に 対 して は、「情

報 リ テ ラ シー
教育」が 重 要 で あ る こ とを明確に 指摘

して い る。

　しか し、そ の 教育内容 や 方 法等 に つ い て は 、全 く
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あ い まい で あ り、具体 的 な 進展 は 見 ら れ な い 。わ ず

か に、コ ン ピ ュ
ータ の 導入が進 ん だ位 で あ る ．

　学校教育 に お け る 「情報リ テ ラ シ ー
教育 1 の 意味

と位 置 づ け を明確 に し、本格的 な カ リ キ ュ ラ ム と教

育方法が い ま、もっ と も求め られ て い る の で あ る 。

　 1994 年 に な っ て 、い ままで （財）専修学校教育振

興会 が実施 して い た 「情報処理活 用能力検 定」が 文

部省認定 と な り、い わ ゆ る 「J検 」 と称 し、 3 級 は 、

情報 リ テ ラ シ
ー

能力の 検定 と な っ て い る 。 「情報 リ テ

ラ シ ー教育」 が い よ い よ 本格的 に 始動 しは じめ た の

で あ る 。

　
一

方 、通産省 は 、こ れ まで 情報処理技術 者 の 教 育

を 推進 し、国 家資格 を普及 して き た が 、 ユ 993 年

に、「新情報化 人 材 育 成方針」 を発 表 し、情報教育の

大転換 を 実施 し た ，．バ ブ ル 経 済 が 崩壊 し、プ ロ グ ラ

マ ーが 余 りは じめ たか らで あ る 。こ の 内容は 、高度

化 して きた情報技術 者 に対応 す る た め 、2種 を 難 しく

す る と ともに SE を専門分化 させ 、同時 に 、パ ソ コ ン

の 大衆化 に対 応す る た め に 、新た に 、「シ ス テ ム ア ド

ミ ニ ス ト レ
ー

タ ー
」制度 を設 け る こ と に な っ た。こ

の SAD （シ ス ア ド〉 は 、企業 の 情 報化を推進す る リ

ーダ ー
養 成 で あ り、い わ ゆ る こ れ ま で の ソ フ トウ エ

ア技術者養成 と は 全 く異 なる もの で あ る 。

　エ ン ドユ
ー

ザ
ー

コ ン ピ a 一テ ィ ン グ に 着 目 し、 ソ

フ ト、ハ ー
ドを自由 に か つ 戦略的に 使 い こ な せ る 人

材 をめ ざして い る。こ の SAD こ そ は 、高度 な情 報 リ

テ ラ シ
ー

能力 を必要 とす る もの で あ る。

　 こ の よ うに 、文 部 省 も通 産 省 も よ うや く、エ ン ド

ユ
ー

ザ ーで あ る 国民 の 「情 報 リ テ ラ シ
ー

教育」 の 必

要性 と重 要性 に 気 づ き、大 き く教育 の 方針 と内容を

変化させ て きて い る 。

　 「情 報 リ テ ラ シ ー
教育」 の 内容 と方法、カ リ キ ュ

ラ ム の 確立 が 急がれ る ゆ えん で あ る。

精報化に対応する学校教育関連の重要行激事項
一
覧表

年 月 内容唾 要関連顯

1983　 10 自己鞘 力

19｛弼． 6 情靴 へ の対応

1986． 4 情報化対応三原則，情報活用能力［情報リテラシー｝

1987， 4 インテリジェ ント・スクール

1987． 8 教育が直面する最も重要な課悪

1985， 3 数育におけるコンピュ
ータ利絹の基本方針

19お、i2 教育ソフトの分類と開発のガイトライン

1987． 4 ニ ュ
ーネディアを用いた全国的轍育情報ネッ トワーク

1ggo， 6 コンピュ
ータなど教育メディアの研修カリキュラム

1985．8 小・中・高校におけるコンビヱ
ータ利用の教育および

コンピュ
ータ等に斷↑る教育についての基本理念

lggo、7 情籔教育全毅にわたる具体的な指導書

1985〜8フ コンビュ
ータ利用に隠する地数委と現場の鶴力閣係

1986〜 小・中・高校におけるコンビコー一タ利用

1987〜 橢 ソフトウェ ア醗

1987〜 職業学科における靖報に関する教育の充実について

1986，1G 中学校婁支南　・家挺fヒ　「情報基瑾」

1987．11 情報乾に主捧的に対応できる基蹇的な資質を養う

1987．童2 コンビユ
ータ等の情報手段を活用する能力と蓴度の

育威。児童生徒の発達段陛に応じ、コンピュ ータ等
にかかわる指導が適切に行われるよう配慮｛算薮・

数学’理科｝，椿報等の学習指導要領に示す教科以
外の鮪 偏校普通鮪 ｝

ig89， 3 コ ンビユ
ータ教育、コンピュ

ータ椅用が大きくとり

7、れられる

1兜9， ！ 情黜 の影響
〜

lggo， 6 実践事偶

1991 高校教育の改革．受験戦争の暖和

六学設薩 準の爛 1ヒ

1994． 文部省J検スダート
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4．情報 リテ ラ シ・一
能力 の 定義と構造

　 こ れ まで 、い まなぜ 情報 リ テ ラ シ
…

教育 が 必 要 か

つ 緊急 な 課 題 で あ る か を時代状況 をふ まえ な が ら 述

べ て きた ．
．

　 こ れか ら、私 な りの 情報 リ テ ラ シ
ー

教 育論 を展開

す る に あた り、先 ず は 、〈 情報 リ テ ラ シ
ー

能力 〉 の

定義と構造 を明確 に して お きた い
。

　 〈 情報 リ テ ラ シ
ー

能力 の 定義 〉

　リ テ ラ シ
ー

（Literacy）と は 、一
般 的 に く 基 本 的 な 読

み 書 き能力〉 と理 解 さ れ て い る c した が っ て 、〈 情

報 リ テ ラ シー〉 と は、＜ 情報 fヒに 対応で き る 基本的

な読 み 書 き能力 〉 と い うこ と に な る。

　 で は、〈 情 報 リ テ ラ シ
ー

〉 能力 の 中身 と構 造 は 具

体 的 に ど う成 っ て い る の だ ろ うか 。

私 は 、そ れ を 次 の よ う な 3 つ の 能力 と し て 分 析 し、

構造化 して み た tt

一 彑と は 、情報 と は 何 か、情 報社会 と は

何 かをマ ク ロ な視 点 か ら ト
ー

タ ル に 理 解、把握、認

識 し、情報社会を生 きる 倫理 を も自覚す る 能力 の こ

とで あ る。こ の 能力の 育成 は、基礎的知識 を 必 要 と

す る の で 基 本 的 に 従 来 の 講 義 法 に た よ ら ざ る を え な

い 。然 し、一方 的 な 講 義 で は 、学 生 が 退 屈 す る

し、〈 情報 リ テ ラ シ ー〉 の 観点 か らの 新 しい 教育法

が 求 め られ る 。

　 其 処 で 、私 が 考 え だ し た の が 、KJ 法 を応 用 し

た 、〈 カ ード式講義法 〉 で あ る 。 こ の 技法 は、極 め

て 簡単 で あ り、か つ 効果が抜群 で あ る ，あ らゆ る 知

識教育、講義法 に 使 うこ と が 可 能で あ る。

や り 方は 次 の よ うな 手順 に な る 。

　 こ の 方法を使 うこ とに よ り、つ ぎの 情報活 用 力 と

の 有機的関連性 も生 じて くる こ と に な る 。

1置蛎 乱彑と は 、情 報 リ テ ラ シーの 中心的、本質的

能力で 問 題 意識 か ら選択収集、加 工 分析、活用 ま で

の
．．
漣 の 能力 の こ とで あ る。

こ の 能力 を育成す る 方 法 と し て は 、既存 の 方法 の 中

で は 、K 亅法 の 右 に 出 る もの は な い で あ ろ う．：ご 存 じ

の よ うに、Kj 法は 川 喜 田 二 郎が 開発 し た有名な 情報

整 理 、発想、問題 解 決 の 技術 で 1970 年代 に 、プ

ーム と な っ た もの で あ る 。

現在 で も、企業内教育 を始 め、多くの 分野 で 活用 さ

れ て い る。然 し、学校教育 に カ リ キュ ラ ム と して き

ち ん と位 置 づ け ら れ 、本格 的 に 教 え て い る 例 は 私 の

知 る 限 り全 く な い ．活 用 の 仕方 が 中途半端 な の で あ

る。こ の 情 報 リ テ ラ シ
ー

の 中核 で あ る 情 報活用能力

を育成 す る 方法と し てKJ 法が 最適で あ る 理 由は 、　 KJ

法を体験 し、活用 し て い る 人 々 に と っ て は 自明 で あ

ろ う、KJ法 の 図 解完成 まで の 作 業 プ ロ セ ス は 、ま さ

に 情報活 用 力 の 育成 プロ セ ス そ の もの で あ る か らだ 。

さ ら に W 型 6R 累積 KJ法 を 本格的 に 導入す れ ば 、極

め て 高度な 情報活 用 力育成に役立 つ だ ろ う。 究極 の

情報活用力 と は 、つ まり創造的 な 問 題 解 決能力 の こ

とで あ る か ら だ，

a n と は、パ ソ コ ン 、ワ
ープ ロ を 道具

と して 自由 に 使 い こ なせ る 能力 の こ と で 、こ れ は も

っ ともわか りや す く、か つ も っ とも普及 して い る 教

育で あ る 。 現実は 、こ の 教育ば か りが 突出 し て い て 、

肝心 な情報社会 理 解力 や 情報活 用 力 の 教 育 が お ろ そ

か に 成 っ て い る。そ れ は 、極め て 不 自然 で 歪 ん だ情

報教育 と言 え る 。
こ の 3 つ の 能力 を バ ラ ン ス よ く身

に つ け させ る た め の カ リ キ ュ ラ ム が 必要 なの で あ り、

そ れ こ そが 自然 で 健全 な情報教育 と 言え る の で は な

か ろ うか．それを、私 は 新 しい 情報教 育 の あ り方と

し て 「情 報 リ テ ラ シ ー教 育 」 と 名 づ け て カ リ キ ュ ラ

ム 化 し、実践 し て き た 。

情報 リテ ラ シ ー能 力の 中味 と構 造

　 　 　 　 　 　 　 ，1zaRti会瑾解力

〃　 　 NX
　   情報活用 力　 　　（イ ソ ッ プ）　　 13轎輾孱藩活用力

〔 〉

a

ワ
ー

プ ロ

パ ソ コ ン 　 　データ ペ 贈
ス

くパ ソコン演習》

〈KJ 法作乗 プ ロ セ ス 〉 とく情報活用 力育歳 プロ t ス 〉

テ
ーマ の 決定

ラベ ル づ くり

グル
ーピン グ

表札 づ け

図解

＜問 題 童 餓＞

　　　1
＜情報の 選択．記録＞

　　　i
〈悧 報 の 加 工〉

　　　　　　　　　　↓
　　　　　　 〈情採の 分 析，講造化〉

　　〈 　 　 　 1
國 圈 く表 ・ 伝 達〉
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5．情報 リ テ ラ シー教 育 の カ リ キ ュ ラ ム

　 最初 は、情 報社会論 及び、KJ法問題解 決演習 を行

っ て きた が 、昨年よ り、KJ法の パ ソ コ ン ソ フ ト 「イ

ソ フ プ」が 開発 され たの で 、そ れ を導入 して きた e

「イ ゾ ッ プ」 の 誕 生 に よ っ て 、情報活用力 と情 報機 器

活 用力 の 育成 を 同時 に 進 め る こ と が 出 来 る よ う に な

っ た の で あ る 。イ ソ ッ プ と は 、Ideal　Solving　Probtem

l智 的問題解決〉の略で 、〔株）ア イテ ッ ク が 5 年がか り

で 開発 した W 型 6R 累積KJ 法に 基 づ くパ ソ コ ン 用 ア

プ リ ケ
ー

シ ョ ン ソ フ トウ エ ア で あ る 。

　私 は 、「情報 リ テ ラ シ ー教育」 と い う問題意識、視

点 か らす で に 本校 で 数 々 の 実践 を 行 っ て い た の で 、

早速、こ の 「イソ ッ プ」試 作品 を 授業 に 導入 し、フ

ィ
ードバ ッ ク を行 い 、モ ニ タ リ ン グ を行 っ て きた 。

　 全 国 の 専門学校に 先駆け て、「イ ソ ッ プ」 を導入 し、

その 実践 を して きた の で あ る 。

　 その 結果、右図 の よ う な カ リキ ュ ラ ム を創 り上 げ、

現在も実践 中 で あ る 。

約 2年間 の 実践経験 に よ り、一
定の 効 果 をあげ る こ と

が で きた と 考 えて い る 。 数量化し て測定す る こ とは

難 しい が 、学 生 た ち が 生 き生 きと授業 に取 り組 み 自

ら の 問題 意識 を鮮 明 に し て 、科学 的 に 問 題 解 決 を実

行 す る こ と に よ り、達成感、喜び を 感 じ て い る こ と

は 確認 で きる。（そ の 事例集 は 、当 日 配布予定 ）

　 こ の 情報リ テ ラ シ
ー

教育 を 実践 し て い く過程 で 私

は 、国際 教 育 との 重 要 な 関 連性 に 気 づ い て い っ た 。

現在、国際 教育 と情 報教育 は 全 く別 々 の 分野 と して

バ ラ バ ラ に 研究、教育さ れ て い る。

　 し か し、現実は 、国 際 教育 と情 報教 育 は ひ と っ の

流 れ と して 融合化 し つ つ あ る 。 国際教育情報教 育 は

こ れ か らは ひ と つ の 教育 シ ス テ ム と し て 統 合化 さ れ

るべ き段階 に 来 て い る と思 え る 。

　 国際教育 の 目的 の ひ と つ は 、自律 した 積 極的、創

造的問 題 解決能力 の 育成 に あ る。つ ま り、情 報 リ テ

ラ シー
教育 と密接な 関係 に あ る。

　 今後 は 、〈 国際情 報 リ テ ラ シ ー教育 〉 と して さら

に、実 践 的研 究 を すす め て い きた い と思 っ て い る。

情報 リテラ シ ー
教 育の カ リキ ュ ラ ム

　

　

ta

口 η紛 頁，艚｛蠱年1・璃 轟

〈カ ード式情 報リ テ ラ シ
ー

授彙 〉

授業終了 5 分前 に 、感想カードを書 か せ る （記 名）

〔振り返り〕＜情報の 選択＞

K それ を発表 させ るの もよい

先生 は ．カードを集 め 、コ ピーに とり、指導の 参考 に する

巌 ヵ
一

ドは 輪 ゴム で とめ て保 管

匝韲 ・墜・・卜前にカードをす・ ・本人・こ返却・瞰 せる

〈情報の 加 工 分 析〉

麻 一ト及び 口 頭 発表させ る

〈情報 の 表 現伝達 〉

匯 黥 とと・・総合的 ・ 陥 　　　⊃
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